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東の星空

東の高い空と堪平線のちかくで寝そべっ

たような形をした大きな星座がうしかい座

とヘルクレス座で、その間にあるのがかん

むり座です。

かんむり座は2等星から4等星までの7

つが半円状にきれいに並び、その近くにあまり

明るい星がないので、かなり目立つ星座です。

東の低い空にてんぴん座も昇ってきました。

また、時刻の関係で右の図には書けませんが

午前1時ころになると0.7等の土星、また午前

2時ころには-2.3等の明るい木星が昇って

きます。

西の・星空

しし座の1等星レグルスと、こいぬ座の

1等星プロキオンがまだ目立ちますが、そ

れらとともに、ふたご座のカストルとポル

ックスの兄弟星2つが仲良く、冬の星座と

して最後の光をはなっています。

今の時期、西空ではその2つが横に並

んでいるので、めがね星とか、目玉星・猫

の目星などと言われています。そのふたご座

のまっただ中を1.7等の火星が移動中です。

また、時刻の関係で図には書けませんが

日が暮れて間もない7時ころには、 1か月

の間に明るさが-1.2等から十2.6等まで

変わる水星と、-3.9等のたいへん明るい

金星(宵の明星)が輝いています。


